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　日本語学会著作権規程改定について■

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
年 月 日をもって、英文機関誌『 』創刊号の刊行に向けて、日本語学会著作2023 9 26 Language in Japan

権規定を下記のとおり、改定いたしました。

改定箇所：
第 条5

改定前：
第 条　第三者から著作権の利用許諾要請があった場合，本学会は本学会理事会において審議し，適当と5
認めたものについて要請に応ずることができる。また，利用許諾する権利の運用を理事会の承認を得て外部
機関に委託することができる。

改定後：
第 条　第三者から著作権の利用許諾要請があった場合，本学会は本学会理事会において審議し，適当と5
認めたものについて要請に応ずることができる。また，利用許諾する権利の運用を理事会の承認を得て外部
機関に委託することができる。ただし，英文機関誌『 』に掲載された論文の二次利用にLanguage in Japan
関しては，クリエイティブ・コモンズ・ライセンス （表示 非営利 改変禁止）に準拠し，本ライCC BY‐NC‐ND  ‐   ‐ 
センスで定められた範囲での二次利用を許可する。

改定理由：
英文機関誌『 』を にてオープンアクセスとして公開するためには掲載論文の二Language in Japan J‐STAGE
次利用についてクリエイティブ・コモンズ・ライセンス（ ライセンス）に従う必要があります。したがって、英文機関CC
誌の二次利用について （表示 非営利 改変禁止）のライセンスを適用し、その旨を著作CC BY‐NC‐ND  ‐   ‐ 
権規定で明記いたしました。

日本語学会著作権規程は下記のリンク先から閲覧できます。
https://www.jpling.gr.jp/gaiyo/kisoku/
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